


白河総合運動公園から
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区7.3Km

星　明博選手
（國學院大学２年）

矢吹町役場から

今年は前半区間を走りま
したがタイムや区間順位
でチームに勢いをつける
ことができませんでした。
来年は貢献できるような
走りをしたい。

区5.8Km

瀬戸　隆行選手
（泉崎村教育委員会）

泉崎さつき公園から

皆さんの応援本当に力を
もらいました。卒業生な
ど多くの仲間がサポート
として選手を支えてくれ
たこと深く感謝いたしま
す。[兼コーチ]

区8.2Km

石川　大和選手
（田村高校２年）

サンフレッシュ白河から

区間賞を逃して悔しかっ
た。来年区間賞とって２
連覇優勝したい。村の部
優勝できて良かった。

区4.0Km

橋　千尋選手
（泉崎中３年）

最初の２００ｍのペース
が少し早くて後半きつか
った。村の部１位ほんと
に良かった！来年も走り
たいです。

区4.1Km

箭内　悠河選手
（泉崎中３年）

開成山陸上競技場から

優勝できたことが本当に
嬉しかったです。初参加
のふくしま駅伝だったけ
ど大きい大会で走れたの
が良い経験でした。ふく
しま駅伝ありがとう。

区5.2Km

濱中珠希哉選手
（泉崎中３年）

日本全薬工業前から

日曜以外毎日練習をして
きて最初の時よりも体力
がついた。優勝できて良
かったです。

区8.3Km

前田　雅人選手
（東京学芸大学４年）

須賀川土木事務所前から

村の部王座を奪還でき、
とてもうれしかった。中
学、高校、大学、一般が
一丸となって勝ち取った
勝利。来年は村の部優勝
連覇！

区6.7Km

島村　航平選手
（日大東北高３年）

鳥見山陸上競技場から

高校最後の駅伝で自分の
力を発揮するどころかチ
ームに大きな迷惑をかけ
てしまいました。皆がそ
の分頑張って優勝できて
本当に良かった。

11
月
17
日
（日）
に
開
催
さ
れ

た
「
ふ
く
し
ま
駅
伝
」
は
、

村
民
の
熱
い
エ
ー
ル
を
受
け

て
、
白
河
市
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
か
ら
福
島
県
庁
前
ま

で
の
晩
秋
の
福
島
路
95
・
１

km
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

泉
崎
村
は
５
時
間
23
分
44

秒
で
総
合
19
位
、
そ
し
て
見

事
村
の
部
で
８
度
目
の
優
勝

（
２
年
振
り
）
を
飾
り
ま
し

た
。ま

た
、
12
区
の
兼
子
卓
也

選
手
、
15
区
の
長
久
保
南
選

手
の
２
名
が
村
の
部
区
間
賞

に
輝
き
ま
し
た
。
各
選
手
が

ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、
心
を
一

つ
に
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
、
チ
ー

ム
全
員
の
想
い
が
実
を
結
び

王
者
奪
還
と
な
り
ま
し
た
。

（
右
）
長
久
保
南
選
手

（
左
）
兼
子
卓
也
選
手

第
25
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
大
会

村
の
部
８
度
目
の
優
勝
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区7.0Km

兼子　卓也選手
（秋山錠剤㈱）

大玉村・イイジマ前から

怪我などあったがあきら
めずにやってきて良かっ
た。Ｖ奪還嬉しい。また
連覇できるよう頑張りた
いです。

区3.9Km

兼子　奈緒選手
（東北ニプロ製薬㈱）

本宮市・白岩商店前から

久し振りのレースで緊張
と不安でいっぱいでした。
タスキを受け取って緊張
と不安が勇気に変わり頑
張って走ろうと強く思う
事が出来ました。応援あ
りがとうございました。

区9.3Km

佐川　佑磨選手
（創価大学３年）

郡山こどものもり公園入口から

村の部のトップと離され
てしまいチームの足を引
っ張ってしまった。
応援ありがとうございま
した。

区3.0Km

橋　美希選手
（泉崎中２年）

郡山北工業高校から

はじめてのふくしま駅伝
でとても緊張したけど最
後まで走りきれたのでよ
かった。自分の思ってい
た走りができなかったの
で、次回は自分の走りが
できるよう頑張りたい。

区8.4Km

塩澤　裕也選手
（秋山錠剤㈱）

福島大学から県庁前まで

王座奪還ということで、
すばらしい１日になりま
した。来年選手として参
加できるよう練習に励み
たいです。応援ありがと
うございました。

区3.4Km

長久保　南選手
（泉崎中１年）

福島市・松陵中前から

目指していた区間賞を取
ることができました。皆
に迷惑をかけることなく
無事走りきることができ
ました。来年も区間賞狙
って駅伝に臨みたいです。

区5.7Km

小玉　歩葵選手
（泉崎中１年）

二本松・安達支所から

繰り上げスタートでタス
キをつなぐことができな
かったけど選手として走
れて良かったです。次の
大会も出場したいです。

区4.8Km

佐川信太郎選手
（秋山錠剤㈱）

二本松市役所から

初めての区間で不安もあ
りましたが今年は優勝旗
奪還という目標があった
ので少しでも貢献できる
ようにという思いで参加
しました。チャンスあれ
ば来年も頑張りたいです。

サポート選手

井上健太 岡部礼悠 久保木七海

室　大希 小針慶大 小椋涼介

島村　茜 會田陸人 矢田部茉央

西槇優祐 箭内進太郎 渡辺貴之

菊地奏江 大塚志保
中目重男

（泉崎中教諭）関谷正文
中野目雄基
（矢吹消防署）

本柳友浩
（福島県警）

植田伸一
（㈱国龍堂）

皆さんの応援に感謝し
ます。選手達の頑張り
に支えられ優勝するこ
とができました。

マネージャー 監　督
コ　ー　チ
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再
選
を
果
た
し
た
久
保
木

正
大
泉
崎
村
長
は
、
村
議
会

議
員
や
職
員
、
支
援
者
の
皆

さ
ま
に
迎
え
ら
れ
、
11
月
１

日
に
初
登
庁
し
ま
し
た
。
久

保
木
村
長
は
、
役
場
玄
関
前

で
総
務
課
の
深
谷
主
査
か
ら

花
束
を
受
け
と
る
と
「
あ
り
が

と
う
」
と
笑
顔
で
握
手
を
交
わ

し
た
後
、
役
場
玄
関
前
で
「
職

員
と
共
に
力
を
合
わ
せ
て
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
。
」
と
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ま
し
た
。

久
保
木
村
長
か
ら
一
言

先
月
、
村
は
長
年
懸
案
だ

っ
た
財
政
再
建
を
や
っ
と
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
は
、
村

を
未
来
へ
紡
ぐ
た
め
の
新
た

な
ス
テ
ッ
プ
へ
の
時
で
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
行
財
政
改
革
に

引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
「
教
育
」
を
中

心
と
し
た
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

全
体
の
底
上
げ
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。
行
政
運
営
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

村青少年健全育成会議では、家族の絆を深める運動
に重点をおいて取り組みをすすめています。このたび、
青少年を対象に家族の絆を表現した図画を募集したと
ころ353点の作品が寄せられ、厳正な審査で決定した次

優秀賞
【ソフトボール】中畑美乃里（１
小５年）【カヌーにのったよ声を
あわせて1・2・1・2】新田央翔
（２小１年）【みんなで卓球をや
ったよ】井戸沼瑠美（２小４年）

佳　作
丸山滉人（１小１年）・中野目ひ
まり（１小１年）・渡辺優衣（２
小２年）・半澤蒼良（１小３年）
・本柳拓磨（１小４年）・臼井美
和（２小４年）・田中美妃（２小
５年）・中野目善亘（１小６年）
・北澤俊輔（２小６年）

平成25年度　泉崎村青少年健全育成図画コンクール　～「家族のきずな」受賞者決定～

健全育成村民会議会長賞
【家族でいっしょに山のぼり】

熊井　美紀（１小６年）

教育委員長賞
【家族でやさいとり】

森　愛華（１小３年）

教育長賞
【はなび】

駒橋　馨（２小１年）

就
任
２
期
目
の

久
保
木
村
政
が
ス
タ
ー
ト

久
保
木
正
大
泉
崎
村
長
が
初
登
庁

の作品が各賞を受賞しました。
この表彰式が11月25日（月）に役場で行われ、受賞者に

賞状と盾が贈られました。
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第
３
子
以
降
の
お
子
様
を
出
産
し
た
ご
家
庭
に
出
産
祝
い
品

を
贈
る
贈
呈
式
は
、
10
月
25
日
に
行
わ
れ
、
該
当
と
な
っ
た
13

組
の
う
ち
８
組
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
の
挨
拶
で
久
保
木
村
長
は
、
「
第
３
子
以
降
の
保
育
所
保

育
料
と
幼
稚
園
保
育
料
の
免
除
制
度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
後
も
子
育
て
世
代
を
応
援
し
ま
す
。
」
と
述
べ
、
一
人
ひ
と
り

に
祝
い
品
と
な
る
商
品

券
を
手
渡
し
ま
し
た
。

東
京
で
の
出
版
社
勤
務
を
退

職
後
、
宍
戸
芳
夫
さ
ん
が
本
村

に
移
住
し
て
き
た
の
は
今
か
ら

８
年
前
。
現
在
は
家
族
と
楽
し

く
暮
ら
し
て
い
る
。
「
退
職
後

は
、
静
か
な
自
然
の
あ
る
環
境

で
」
と
以
前
よ
り
移
住
を
考
え

て
い
た
宍
戸
さ
ん
は
、
天
王
台

住
宅
団
地
を
知
り
、
最
終
的
に

こ
の
地
を
選
ん
だ
。
長
く
文
芸

編
集
者
を
つ
と
め
て
き
た
宍
戸

さ
ん
は
移
住
後
、
一
つ
の
小
説

を
書
き
上
げ
た
。
こ
の
小
説
「

儀
式
は
終
っ
た
」
は
、
翌
年
に

福
島
県
文
学
賞
に
選
ば
れ
、
第

一
作
と
は
思
え
な
い
高
い
完
成

度
に
、
当
時
の
審
査
委
員
を
絶

賛
さ
せ
た
。
宍
戸
さ
ん
は
、
そ

の
後
同
審
査
員
も
つ
と
め
た
。

そ
の
宍
戸
さ
ん
が
、
七
十
代

の
心
身
の
健
康
を
支
え
て
く
れ

た
泉
崎
の
地
と
皆
さ
ま
へ
の
感

謝
を
込
め
て
、
作
品
集
「
泉
崎

に
て
」
を
ま
と
め
た
。
表
紙
に

は
烏
峠
稲
荷
神
社
の
写
真
が
使

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
本
は
、
宍

戸
さ
ん
80
歳
の
誕
生
日
12
月
10

日
に
福
島
民
報
社
よ
り
発
刊
さ

れ
る
。

受賞作のほか、同郷の信夫山、東
野辺薫の評伝、村の成人学級文集
に寄稿した随筆など、８年間の泉
崎暮らしを踏まえた多彩な内容。

子

宝
は

第
３
子
以
降
に
出
産
祝
い
品
贈
呈

“泉
崎
人

い
ず
み
ざ
き
び
と

”
紹
介

県
文
学
賞
受
賞
者
宍
戸
芳
夫
氏
（
字
天
王
山
）

お
子
様
氏
名
（
父
母
名
）

佐
藤
希
明
璃

（
雅
彦
・
順
子
）
３
子

丸
山
　
真
里

（
耕
司
・
幸
子
）
３
子

中
畑
　
莉
乃

（
純
・
真
由
美
）
３
子

星
　
陽
之
琉

（
和
也
・
宏
美
）
３
子

木
野
内
　
結

（
悟
・
和
子
）
４
子

辺
見
　
公
睦

（
公
拡
・
美
穂
）
３
子

中
野
目
結
香

（
貴
洋
・
み
ゆ
き
）
３
子

板
敷
　
　
弦

（
直
・
ま
ゆ
み
）
４
子

緑
川
　
心
唯

（
澄
夫
・
由
美
子
）
３
子

吉
田
　
崇
人

（
美
喜
男
・
愛
子
）
３
子

水
野
　
結
斗

（
忍
・
愛
未
）
３
子

佐
川
　
咲
希

（
貴
之
・
仁
美
）
３
子

箭
内
　
歩
美

（
秀
康
・
紀
子
）
３
子

泉崎の子ども達にも早く良い本に巡り合ってほし
いと話す宍戸さん。つまらない本があるのも事実。
でも読み続けていれば、本好きのきっかけになる
本に必ず出会える。本は、生き方に潤いを与え、
心を豊かにしてくれる。（伊達市出身）

県内主要書店で発売
税込1,800円
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（1）
個
人
線
量
計
の
回
収

９
月
中
旬
に
中
学
生
以
下
の
お
子
さ
ま
に

配
付
し
ま
し
た
バ
ッ
ジ
式
個
人
線
量
計
の
回

収
（
２
回
目
）
を
左
記
に
よ
り
行
い
ま
す
の

で
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
回
収
月
日

平
成
25
年
12
月
11
日
（水）

◇
提
出
場
所

①
村
内
の
小
中
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所

に
通
う
方…

…
学
校
等

②
そ
れ
以
外
の
方
　
　
　
　

…
…
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（2）
障
が
い
が
あ
る
方
の
受
け
入
れ
に
協
力

く
だ
さ
い

村
で
は
、
福
祉
施
設
や
特
別
支
援
学
校
の

職
場
体
験
の
受
け
入
れ
先
や
、
内
職
を
提
供

し
て
く
れ
る
企
業
や
自
営
業
、
農
業
、
畜
産

等
の
事
業
主
を
探
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
障
が
い
の
あ
る
方
っ
て
？

Ａ
身
体
、
知
的
、
精
神
、
発
達
障
が
い
等

の
診
断
を
受
け
て
い
て
自
力
通
勤
が
可

能
な
方
を
言
い
ま
す
。

Ｑ
職
場
体
験
は
何
の
た
め
に
行
う
の
？

Ａ
障
が
い
の
あ
る
方
が
企
業
を
知
り
、
働

く
実
感
を
つ
か
む
た
め
に
行
い
ま
す
。

Ｑ
企
業
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
通
信
員
と
通
話
が
で

き
ま
す
。
駆
け
込
み
に
よ
る
消
防
車
や
救
急

車
の
出
動
要
請
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
例
え
ば
こ
ん
な
時
…

①
夜
間
や
消
防
署
員
が
出
動
中
で
不
在
の

場
合

②
固
定
電
話
や
携
帯
電
話
等
が
な
く
、
１

１
９
番
通
報
を
す
る
通
信
手
段
が
無
い

場
合

Ａ
社
会
貢
献
、
社
員
教
育
に
な
り
ま
す
。

障
が
い
者
雇
用
を
検
討
し
て
い
る
企
業

に
は
労
務
管
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
す

る
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
住
宅
除
染
作
業
を
、
大
字

泉
崎
（
峠
の
一
部
、
天
王
台
、
桎
内
、
原
）

地
区
を
対
象
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、
現

在
は
住
宅
敷
地
内
の
平
均
線
量
率
が
０
・
23

μ
Sv
／
ｈ
を
超
え
る
住
宅
に
お
け
る
除
染
同

意
書
の
取
り
ま
と
め
と
、
平
均
線
量
率
が
０

・
23
μ
Sv
／
ｈ
を
下
回
っ
た
住
宅
に
お
け
る

線
量
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
れ
ら
と
並
行
し
て
順
次
作
業
を

行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
作
業
を
行
う

泉
崎
除
染
復
興
対
策
協
同
組
合
が
訪
問
し
た

際
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

駆
け
込
み
通
報
設
備
は
、
火
災
や
救
急
時

に
活
用
で
き
る
「
１
１
９
番
直
通
電
話
」
で

す
。
扉
を
開
け
て
受
話
器
を
取
る
だ
け
で
、

中
島
・
泉
崎
分
署
に

「
駆
け
込
み
通
報
設
備
」

住
民
生
活
課
　
蕁
５
３
・
２
１
１
２

泉
崎
・
中
島
分
署
　
蕁
５
３
・
２
９
７
８

保
健
福
祉
事
業
の
ご
案
内

保
健
福
祉
課
　
蕁
５
４
・
１
３
３
３

村
内
除
染
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て

除
染
対
策
室
　
蕁
５
３
・
２
２
３
６

年
末
年
始
の
ゴ
ミ
の
受
け
入
れ
は
次
の

と
お
り
で
す
。
ま
た
、
し
尿
収
集
業
者
の

休
業
は
12
月
29
日
（日）
か
ら
来
年
１
月
７
日

（火）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

①
12
月
27
日
（金）
ま
で
通
常
受
け
入
れ

②
12
月
30
日
（月）
年
末
特
別
受
け
入
れ

い
ず
れ
も
９
時
〜
正
午
／
13
時
〜
16
時

◇
村
内
各
ゴ
ミ
集
積
所
の
回
収

①
年
末
　
12
月
27
日
（金）
ま
で
通
常
回
収

②
年
始
　
１
月
７
日
（火）
よ
り
通
常
回
収

12
月
31
日
現
在
で
、
製
造
業
を
営
む
事

業
所
を
対
象
に
、「
工
業
統
計
調
査
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
国
内
の
工
業
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
統

計
法
に
基
づ
く
も
の
で
、
報
告
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
事
業
所
に
は
、
12

月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
調
査
に
伺
い
ま
す
。
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年
末
ゴ
ミ
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て

白
河
広
域
圏
衛
生
課
　
蕁
２
８
・
３
５
５
８

住
民
生
活
課
　
蕁
５
３
・
２
１
１
２

平
成
25
年
工
業
統
計

調
査
の
実
施

総
務
課
　
蕁
５
３
・
２
１
１
１

文
化
祭
入
賞
者
の

お
知
ら
せ

中
央
公
民
館
　
蕁
５
３
・
２
２
５
８

泉
崎
村
文
化
祭
受
賞
者
発
表

村
民
文
化
祭
の
表
彰
式
は
11
月
21
日
（木）

に
行
わ
れ
、
文
化
祭
に
出
品
さ
れ
た
１，

０
１
９
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
、
各
賞
の

受
賞
者
に
対
し
、
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
な

ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
受
賞
さ

れ
た
皆
さ
ま
は
次
の
と
お
り
で
す
。

菊
花
の
部
で
議
会
議
長
賞
を
受
賞
し

中
野
目
議
会
議
長
よ
り
賞
状
を
受
け

取
る
木
村
定
夫
さ
ん

第
１
回
個
人
線
量
計（
バ
ッ
チ
式
線
量
計
）測
定
結
果

保
健
福
祉
課
　
蕁
５
４
・
１
３
３
３

・対 象 者　０歳から中学生　776名
・測定期間　平成25年７月11日～９月11日（２か月間）

平
成
25
年
度
第
１
回

個
人
線
量
計
に
よ
る
、

測
定
結
果
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

今
回
の
結
果
に
つ
い

て
福
島
県
「
放
射
線
と

健
康
」
ア
ド
バ
イ
ザ
リ

ー
グ
ル
ー
プ
よ
り
、『
今

回
の
測
定
は
、
現
状
に

お
け
る
２
か
月
間
の
積

算
線
量
を
把
握
す
る
も

の
で
し
た
が
、
健
康
影

響
が
心
配
さ
れ
る
レ
ベ

ル
の
線
量
の
方
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
よ
っ
て
、

個
別
の
対
応
が
必
要
な

者
も
い
な
い
と
考
え
ま

す
。』
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

な
お
、
引
き
続
き
第

２
回
目
の
測
定
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
平
成
25

年
12
月
11
日
（水）
が
線
量

計
の
回
収
日
と
な
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

区　分 平成25年度
第１回目平均

平成24年度
第１回目平均

差　　引 平成25年度
年間換算

平成24年度
年間換算

差　　引

乳　幼　児 0.039 0.080 -0.041 0.234 0.480 -0.246

保　育　所 0.030 0.064 -0.034 0.180 0.384 -0.204

幼　稚　園 0.032 0.069 -0.037 0.192 0.414 -0.222

第一小学校 0.036 0.069 -0.033 0.216 0.414 -0.198

第二小学校 0.032 0.052 -0.020 0.192 0.312 -0.120

中　学　校 0.033 0.058 -0.025 0.198 0.348 -0.150

平　　　均 0.034 0.065 -0.031 0.204 0.390 -0.186
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賞 部　門 所　属 学年 氏　　名

教
　
育
　
長
　
賞

絵　画 幼稚園 年少 橋　本　かれん

絵　画 一　小 4 深　谷　　　優

絵　画 二　小 5 鈴　木　陽　大

絵　画 中学校 3 大　野　美　咲

習　字 一　小 4 中野目　彩　夏

習　字 二　小 4 渡　辺　　　想

習　字 中学校 2 佐　川　詩　織

高齢者 村老連 田　崎　ヒサ子

一　般 岡　部　藤　花

菊　花 愛好会 中野目　綾　子

盆　栽 田　崎　和　男

山野草 愛好会 石　塚　チイ子

賞 部　門 所　属 学年 氏　　名

中
央
公
民
館
長
賞

絵　画 幼稚園 年長 清　水　獅　恩

絵　画 一　小 6 中野目　瑠　栞

絵　画 二　小 4 板　敷　夢　奈

絵　画 中学校 3 佐　藤　優　香

習　字 一　小 3 半　澤　蒼　良

習　字 二　小 3 星　　　貞　樹

習　字 中学校 3 穂　積　朋　英

高齢者 村老連 瀬　戸　春　子

一　般
重　福　寛　子

円　谷　　　里

盆　栽 有　賀　國　喜

山野草 愛好会 遊　佐　惠　總

賞 部門 所　属 学年 氏　　名

商
工
会
長
賞

絵　画 幼稚園 年中 田　 妃依那

絵　画 一　小 2 小　林　真　緒

絵　画 二　小 2 山　本　涼　太

絵　画 中学校 2 田　崎 ななみ

習　字 一　小 1 中野目　柚　芭

習　字 二　小 2 渡　辺　優　衣

習　字 中学校 1 穂　積　優　音

山野草 愛好会 小　針　ミツエ

賞 部　門 所　属 学年 氏　　名

議
会
議
長
賞

絵　画 幼稚園 年中 中　畑　花　穂
絵　画 一　小 5 本　柳　理　那
絵　画 二　小 6 田　 歩　奈
絵　画 中学校 3 中　村　里　咲
習　字 一　小 5 金　澤　琢　郎
習　字 二　小 5 小　針　彩　香
習　字 中学校 3 佐　藤　優　香
高齢者 村老連 大　森　芳　子
一　般 中　畑　冨美子
菊　花 愛好会 木　村　定　夫
盆　栽 野　崎　安　博
山野草 愛好会 久保木　ハルノ

賞 部　門 所　属 学年 氏　　名

村
　
　
長
　
　
賞

絵　画 幼稚園 年長 本　田　依　茉
絵　画 一　小 6 菊　地　頼　空
絵　画 二　小 6 菊　地　優　那
絵　画 中学校 3 瀧　鴻　之　介
習　字 一　小 6 中野目　透　哉
習　字 二　小 6 原　す　み　れ
習　字 中学校 1 國　井　杏　菜
高齢者 村老連 会　田　タ　ツ
一　般 田　崎　安　正
菊　花 愛好会 小　針　晶　一
盆　栽 本　柳　廣　美
山野草 愛好会 浦　山　ヤ　イ

各賞受賞者一覧 ★　★　★
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印刷のことなら…

〒９６９－0102　泉崎村大字関和久字上野舘203

TEL  0248－54－1500　FAX  0248－53－2030

賞 部門 所　属 学年 氏　　名

福
島
民
報
社
賞

絵　画 幼稚園 年少 吉　田　心　音

絵　画 一　小 1 丸　山　閣　大

絵　画 二　小 1 根　本　菜々美

絵　画 中学校 2 吉　田　　　渚

習　字 一　小 6 早　坂　愛　梨

習　字 二　小 1 菊　地　大　翔

習　字 中学校 1 穂　積　沙也花

山野草 愛好会 佐　藤　イ　チ

賞 部　門 所　属 学年 氏　　名

福
島
民
友
新
聞
社
賞

絵　画 幼稚園 年少 小　針　柊　祐

絵　画 一　小 5 佐々木　　　仁

絵　画 二　小 3 鈴　石　　　葵

絵　画 中学校 2 円　谷　有　沙

習　字 一　小 5 本　柳　佑　茉

習　字 二　小 5 星　　　知　依

習　字 中学校 3 大　場　みづき

山野草 愛好会 齋　藤　吉　巳

賞 部　門 所　属 氏　　名

特 別 賞 特別賞
介護老人保健施設泉崎南東北
リハビリテーション・ケアセンター

山野草会会長賞 山野草 愛好会 会　田　タ　ツ

日赤県支部長賞 高齢者 村老連 橋　本　清　毅

日赤県南地区長賞 高齢者 村老連 窪　木　トシエ

県老連会長賞 高齢者 村老連 中　畑　正　春

郡老連会長賞 高齢者 村老連 井　上　あや子

村老連会長賞 高齢者 村老連 高　橋　民　江

辺見フォト賞 高齢者 村老連 関　根　ス　ミ

賞 部　門 所　属 学年 氏　　名

文
化
協
会
長
賞

絵　画 幼稚園 年長 五十嵐　好　誠

絵　画 一　小 3 白　石　　　葵

絵　画 二　小 3 大　野　夏　寛

絵　画 中学校 2 小　林　琴　星

習　字 一　小 2 小　林　真　緒

習　字 二　小 3 鈴　石　　　葵

習　字 中学校 3 鈴　木　智　也

高齢者 村老連 鈴　木　重　夫

一　般
廣　橋　美　子

小　林　壽　子

盆　栽 渡　部　芳　郎

山野草 愛好会 窪　木　伸　典
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平成25年度第7回産業収穫祭＆
健康福祉祭り＆村民文化祭

今年も復興をメインテーマに産業収
穫祭、文化祭、健康祭りが開催されました。当日
は、大型台風の接近に伴い、会場を急きょトレー
ニングセンター、公民館、屋内ゲートボール場に
分散しての開催でしたが、収穫祭の会場には、約

600人が来場し秋の恒例行事を楽しみました。
産業収穫祭は、開会式で実行委員長の中野目喜

一商工会長が主催者あいさつを述べ、フラダンス
や大道芸、スプリング・ウィンドアンサンブルに
よる吹奏楽などが会場を盛り上げました。また、
昨年に続き本村と友好を深める長野県下條村の皆
さまによる「地域戦隊活性化マン」ステージショ
ーなどが披露されました。

10

27

消防団が火災防御訓練を実施
村消防団による火災防御訓練は、太田川地区にお

いて実施されました。各団員は、火災発生の防災無
線を合図に、サイレンを鳴らしながら車両で現場に急行し、水
利を確保した後、水を消防車で中継し、火点に向けて勢いよく
放水しました。
訓練後に閉会式が行われ、講評として立ち会った浅倉正義泉崎
中島分署長が、「全体的に良くできていた。安全な消火活動にあ
たるため、より細かな動作を再確認してほしい」と述べ、伊倉
太田川区長より団員達に御礼の言葉が贈られました。

11

9

物販ブースでは「結協定」を締結している南会津町観光協会による地
酒や山菜の販売の他、地元直売所の野菜販売や商工会によるやきとりや
焼きそば、村特産品のおやきなど秋の味覚が軒先に並びました。
村民文化祭の会場には、村内保育所児から中学生までの絵画や書道な

どが壁に飾られました。また、ボードや陳列棚にも絵画や写真、俳句、
工芸品などが所狭しに飾られ、訪れた家族連れなどが作品を鑑賞してい
ました。

珈南会津町物販ブース

膂マジックショー　

珎村特産品「おやき」

玻文化祭で作品鑑賞　

珀下條村活性化マンショー

５

１

２

４

３
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花いっぱい運動表彰式
泉崎ゴミのない美しいまち

づくり推進協議会が実施する
花いっぱい運動の表彰式は、資料館で行
われました。式では、今回受賞となった
団体の代表者に、中野目正治協議会長よ
り賞状などが贈られました。今年は36団
体が参加して、沿道にベコニアやマリー
ゴールド、サルビアが植えられました。

10

18

英会話教室でハロウィン
英会話教室のハロウィンパー

ティーが開かれました。パーテ
ィ－では、９名の外国人教師と子ども達の
総勢約60名が仮装用のマスクを作ったり、
ゲームなどをとおしてハロウィン行事を楽
しみながら英語を楽しく学んでいました。

10

30

第26回全国健康福祉祭高知県大会に出場
全国健康福祉祭（ねんりんピック）は、10月26日

に開催され、今年83歳を迎える田崎常之さんが本県
代表選手として出場しました。田崎さんは、80歳以上男子背泳
ぎ25ｍ競技と50ｍ競技の両方に出場し、22秒27・47秒94のタイ
ムで両種目において優勝を飾りました。優勝報告のため村長室
を訪れた田崎さんは、岡部副村長に｢今後も水泳を続けたい｣と
年齢を感じさせない意気込みをみせていました。

10

30

福島岩通が献血事業で表彰
平成25年度健康ふくしま21推進県民表彰で、福島岩通株式会

社泉崎工場に知事感謝状が贈呈されました。これは、県民の健
康づくりに関わる公衆衛生事業の推進に献身的な活動を続けた個人及び団
体を表彰するもので、同社が昭和60年の創業以来続けてきた献血に対する
功績が認められました。（写真）代表取締役社長　永松良輔氏

10

30

特
　
　
　
賞

踏瀬老人クラブ

八雲会

八雲花壇ボランティアの会

泉崎第一小学校

瀬上・花愛好会

泉崎村除染組合

三菱ふそうトラック・バス㈱

工事なんでも御相談ください（見積もり無料） 
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統計発展に貢献した個人と企業
が功労表彰
平成25年度の県統計功労者表彰式

は、福島市のサンパレスで開かれ、村内の明星
電気白河工場（珈）が栄えある厚生労働大臣表
彰に選ばれました。また、個人では７年以上統計事務に従事し、統計普及発展に貢献したとされる武藤英
雄さん（膂）と年本守さん（珎）が県統計協会名誉会長より表彰状が贈られました。

11

1

バレーボールスポーツ少年団が県大会出場
第36回福島県小学生バレーボール選手権大会に

おいて、泉崎バレーボールスポーツ少年団チーム
は、見事県大会への出場を決めました。地区大会では、ブロ
ックを１位で通過し、決勝トーナメントにおいて大槻に２対
０で勝利し、２回戦で三穂田に惜敗しましたが、５位決定戦
で出場枠５チーム目の切符を手にしました。

11

2

第16回泉崎村音楽祭
文化活動の推進を図る機会として開

催された音楽祭は、中学校体育館で開
かれ、中学校特設合唱部 52名による『友～旅立ち
の時～』『BENEDIC DOMIN ANIMAMEA』でスタ

11

2

一小マーチングバンド部 二小YOSAKOI 中学校器楽部 幼稚園創作ダンス

ートしました。今年は、初出演した泉崎神烏峠太鼓
(和太鼓）の他、幼稚園の可愛いらしい演技や、二
小の力強いYOSAKOI演舞、そして統制のとれた一
小マーチングバンドによる演奏など計８団体が日頃
の練習の成果を披露しました。

皆さまの食卓へ本物と笑顔をお届け。
自家農場産「夢味ポーク」は、

健康・美味・新鮮のこだわりのブランドポーク。
まごころこめた豚肉と自家製ハム・
ソーセージをぜひご賞味ください。

１ ２ ３
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いちょうの会が手打そばを振る舞う
いちょうの会は、「ケアハウス泉崎」に

おいて毎年恒例となる「新そば祭り」を
開催しました。施設を訪れた10人のメンバーは、利
用者の皆さまや職員の方々に蕎麦打ちの腕前を披露
した後、新そばを振舞い、皆で手打ち蕎麦を食べな
がら交流を図りました。

11

8

いずみざき友の会30周年
泉崎村出身者で構成される泉崎友の会が創立

30年目を迎え、本村中学校で記念植樹式が行わ
れました。式には、井上俊男会長（下町出身）の他、会員
約20名が出席し、来賓の久保木村長や中野目議会議長、穂
積教育長によるあいさつの後、井戸沼風太生徒会副会長が
御礼の言葉を述べ、記念として「さるすべりの木」を２本
植樹しました。

11

10

埴輪のいずみちゃんが泉崎村を広くアピール
本村のＰＲを目的に、栃木県壬生町で開催された

「ふくしまからはじめよう in みぶ」に泉崎村が参加
しました。村イメージキャラクターの「いずみちゃん」は、ス
テージで村をＰＲした後、天王台ニュータウンパンフレットの
配付やカントリーヴィレッジの温泉まんじゅうの販売ＰＲを行
いました。写真（左）結協定の南会津町観光大使「んだべぇ」

11

9

平成25年度泉崎村芸能発表会が開催
村芸能団体連絡協議会主催による芸能発表会
が中央公民館で開催されました。約150名が参

加しての演目は94を超え、歌や踊りなど、日頃の練習の
成果を互いに披露し合っていました。特別出演として、
久保木村長や中野目議会議長によるカラオケが披露され
るなど会場は、大いに盛り上がりをみせていました。

11

10
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駅伝ランナー瀬戸隆行選手が25年表彰
第25回ふくしま駅伝を力走したコーチ兼選手の瀬戸隆行氏

は、第１回大会が始まって以降、毎年当大会に出場し、今大会
の開催数と同じ25回目の出場を果たし、福島陸上競技協会長より、ふくし
ま駅伝連続25回出場賞が贈られました。瀬戸氏は、村駅伝チームの指導者
としても長年に渡って尽力され、現在チームの牽引役となる立場です。

11

17

第６回こども体験くらぶ
子ども達がグラスアートにチャレンジし

ました。グラスアートとは、フィルムを使
って色取りし、鉛線で留めてできるステンドグラス調
の作品です。参加者達は、講師の西川道子先生(石川町)、
深谷芳江先生(西郷村)の指導を受けながら、個性的な作
品を完成させていました。

11

17

婦団連がバザーの売り上げ金を寄附
村婦人団体連絡協議会の渡辺美恵子会

長は、木村比佐恵副会長と村長室を訪れ、
過日開催した文化祭バザーで売り上げた収益金の一
部を久保木正大社会福祉協議会長に手渡しました。
また、同団体は、ケアハウス泉崎にも寄附金を贈り
ました。

11

22

ミニバスケットチームが県大会
出場決定
第29回福島県ミニバスケットボー

ル大会県南地区予選会が白河市で開催され、出
場した10チームが熱戦を繰り広げました。今大
会で優勝を果たした泉崎チームは、12月21日
（土）よりあいづ総合体育館で開かれる県大会へ
出場します。

11

17
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インフルエンザの予防と注射
インフルエンザ予防には、「かからない」「うつさない」の気持ちがとても大切です。手洗いで予防して、

マスク等で咳エチケットも忘れないでください。予防接種費用助成を受けるための接種期限は平成25年12

月21日までです。対象は65歳以上、または１歳から中学生までの方です。保健福祉課　蕁54・1333まで

ノロウイルスによる食中毒
ノロウイルスによる食中毒は１年を通して発生していますが、ピークは冬場。
特に12月から３月に集中して発生する傾向があります。

どうやって感染するの？

ノロウイルスは、食品内で増殖せず、人の腸内で増殖します。人の糞便に含まれたウイルスが下水か
ら流れてカキなどの２枚貝に蓄積し、十分に加熱しないで食べると感染します。
また、感染者の糞便やおう吐物に含まれるウイルスが人の手や水を介して感染が起こります。なお、

感染者がすべて発病するわけではありません。

主な症状は？

食べてから１～２日で発症します。
吐き気、おう吐、下痢、腹痛、微熱が１～３日続きます。感染しても症状のない場合や、軽い風邪の

ような症状のこともあります。
免疫力の弱い乳幼児や高齢者は、症状が重くなることがありますので注意が必要です。

予防するには？

１． 感染予防の基本である手洗いをしましょう。
ノロウイルスに限らず、手洗いはインフルエンザや風邪など感染症予防全般の基本です。
２． 食品は十分に加熱しましょう。
ノロウイルスに感染防止の為、調理する際は、中心部までしっかりと加熱し中心温度85℃で１分以
上加熱しましょう。調理器具等の消毒にも注意しましょう。
３． 二次感染の予防　
治ってからも２週間は便に少量のウイルスを排出します。
患者のおう吐物やおむつなどの処理には、十分注意しましょう。
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10月の人気の本　ベスト５ 調査対象期間：2013.10.1～10.31

一　般　書 児　童　書 え　ほ　ん

1
ホテルローヤル

桜木　紫乃著／集英社
（2012年刊）

幽霊屋敷レストラン
松谷　みよ子編／童心社

（1996年刊）

ねずみのいもほり
山下　明生著

ひさかたチャイルド（1998年刊）

2
花のながれ　新装

平岩　弓枝著／文藝春秋
（2013年刊）

かいけつゾロリのきょうふの宝さ
がし　　原　ゆたか著／ポプラ社

（1999年刊）

ゴマとキナコのおいもほり
ほそい　さつき著／PHP研究所

（2012年刊）

4
ファイヤーボール生活安全課０係

富樫　倫太郎著／祥伝社
（2013年刊）

少年陰陽師闇の呪縛を打ち砕け
結城　光流著／角川書店

（2010年刊）

あたまがふくしまちゃん
のぶみ、宮田　健吾著
TOブックス（2013年刊）

3
ファミレス

重松　清著／日本経済新聞社
（2013年刊）

ぞくぞく村の雪女ユキミダイフク
末吉　暁子著／あかね書房

（1998年刊）

くまのがっこうジャッキーのいも
うと　　　　　　あだち　なみ著

ブロンズ新社（2007年刊）

5
千両かんばん

山本　一力著／新潮社
（2013年刊）

赤毛のアン
モンゴメリ著／小学館

（2013年刊）

おさるのジョージうきうきボート
マーガレット・レイ著
金の星社（2013年刊）

今月のおすすめ
『ざぼんじいさんのかきのき』

すとう　あさえ文・岩崎書店
(2000年刊)

ざぼんじいさんは、あまい柿を
いつもひとりじめ。まあばあさん
に分けてくれるのは、葉っぱや枝
ばかり。でも、まあばあさんは大
喜びです。それは…。

蕁５３・４７７９

泉崎図書館年末年始休館のお知らせ

12月29日（日）～１月４日（土）は
年末年始のため休館といたします。
なお、１月５日（日）から、通常
開館いたします。休館中の本の返
却はポストをご利用ください。

絵　本 今月のおすすめ
『中学生に贈りたい心の詩40』

水内喜久雄編著・
ＰＨＰ研究所(2013年刊)

思春期真っただ中の中高生には
もちろん、かつて思春期を過ごし
てきた大人の方たちもぜひ読んで
欲しい一冊。あの頃の気持ちがよ
みがえってきます。

児童書 今月のおすすめ
『記憶障害の花嫁』

北海道放送報道部取材班著・
小学館(2013年刊)

車椅子生活と記憶障害と向き合
いながらも、夢を追い、人を愛し、
一生懸命に生きた、つかささんと
いう、ひとりの女性の物語。

一般書
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今回は、前立腺と排尿についての講演を下記の通り開催いたします。

※皮膚科と禁煙外来の診療は、毎週月曜日予約制診療となります。

※二種混合、麻疹、風疹などの予防接種は随時実施しております。

※菅野先生の診療については直接診療所事務課までお問い合わせください。

問：蕁53・2415 事務　澤田・鈴木まで

泉崎南東北診療所　外来担当予定表　平成25年12月

月 火 水 木 金 土 日

午　前

北　原
内科・形成外科・
皮膚・禁煙

小　林
整形外科・内科

小鹿山
内科・外科

工　藤
小児科・内科

三　浦
内科・外科

総合南東北病院医師
心臓血管外科

休
　
　
　
診

菅　野
内科・胃腸内科
12/２・９

小　林
整形外科・内科

胃腸内科医師
［胃カメラ］

小林奈美江
眼科

緑　川
12/2第一月曜日午後

午　後

北　原
内科・形成外科・
皮膚・禁煙

小　林
整形外科・内科

小鹿山
内科・外科

工　藤
小児科・内科

三　浦
内科・外科

小　林
第2・4・5土曜日

小　林
整形外科・内科

胃腸内科医師
第1・3土曜日

＊公開講座のご案内＊
12月は…
◆日　時：平成25年12月21日（土） 入場無料!!

開場　13:30～　　開演　14:00～15:30
◆会　場：泉崎村保健福祉総合センター　集団検診室
◆演題１：「前立腺と排尿のお話し」～男も女もいろいろです～

講師　総合南東北病院
泌尿器科　橋本　樹　先生

泉崎南東北診療所　蕁５３・２４１５

総合南東北病院　心臓血管外科　成人部門科長
名前：緑川　博文　（みどりかわ　ひろふみ）先生　　
出身：中島村
12月より緑川博文医師の第１月曜日、午後の（14：00～17：00）診療が始まります。
心臓の事でお困りの方や気になる方は当診療所へご確認の上ご来院ください。

インフルエンザの予防接種が始まり
ました！希望の方は連絡の上、ご来
院ください。65歳以上の方は助成制
度により補助が受けられます。

・月曜日の眼科診療は午前中のみとなります。
・火曜日は整形外科の専門である小林先生に変更となりました。

当診療所は日曜・祝日ならびに17:00以降の夜間の診療は行っておりませんので、ご注意ください。
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付
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◇
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・
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（
県
考
古
学
会
顧
問
）

②
「
親
子
で
門
松
づ
く
り
」

時
間

10
時
〜
15
時

会
場

ま
ほ
ろ
ん
講
堂

◇
問

県
文
化
財
セ
ン
タ
ー白

河
館

（
ま
ほ
ろ
ん
）

蕁
２
１
・
０
７
０
０

イ
ベ
ン
ト

案
　
内

TEL&FAX  52 -3044
〒96１-０１０２ 中島村大字滑津字背戸原西1-47

白河装美　白河装美　ハウスクリーニング

お客様の喜び
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◆
作
り
か
た

①
　
野
菜
を
み
じ
ん
切

り
に
す
る
。
（
大
葉
は

千
切
り
に
す
る
）

②
　
切
っ
た
野
菜
に
、
鶏

ひ
き
肉
、
豚
ひ
き
肉
、

調
味
料
を
入
れ
、
よ
く

混
ぜ
合
わ
せ
る
。
（
生

ひ
じ
き
は
、
一
度
ゆ
で

て
か
ら
混
ぜ
入
れ
る
。
）

③
　
ぎ
ょ
う
ざ
の
皮
に
具

を
包
む
。

④
　
フ
ラ
イ
パ
ン
に
並
べ

て
、
蒸
し
焼
き
に
す
る
。

白
ご
ま
を
す
り
鉢
で
す

っ
て
ポ
ン
酢
に
入
れ
て

タ
レ
を
つ
く
る
。
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★★★★★★「まごわやさしい料理コンクールPARTⅣ」レシピ⑪ ★★★★★★
佳作　≪おなかに優しい夏ぎょうざ≫　小椋涼介さん、駿介さん、伊藤幸恵さん

材料（４人分） ぎょうざの皮…20枚、ニラ…１／２束、長ネギ…１／２、しょうが…１片、
鶏ひき肉…50ｇ、豚ひき肉…１００ｇ、キャベツ…３枚、しいたけ…３枚、
大葉…５枚、生ひじき…少量、ごま油…大１、塩・こしょう…適量、中華だし…大１、
オイスターソース…大２、みりん…小１、しょうゆ…小１、タレ（ポン酢、白ごま…大１）

天台宗は学問の神様 太田川の常願寺本堂脇には、

地元の有志達による手造りの参拝所があります。ここは、近
くの薬師堂跡地にあった石碑や阿弥陀三尊来迎板などを平成

19年にここへ移設して学問の神様が祀られました。天台宗は、
昔々にさかのぼると菅原道真公を祭神とする宗派で、同派の
常願寺も遠いどこかでつながっているのでしょうか。

手作り絵馬-１枚５００円
取扱所：小林商店蕁５３・３６３２

：見附屋　蕁５３・５６４４
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休 日 救 急 当 番 医 ※診療時間　午前９時～午後５時

お か ざ き ク リ ニ ッ ク
（新白河　蕁23・2551）８日豸

小　児　科

か た の 歯 科 医 院
（結城　蕁22・8833）

吉 田 外 科 医 院
（年貢町　蕁23・4033）

樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク
（矢吹町大久保　蕁42・2040）23日豺

小 林 歯 科 医 院
（みさか　蕁28・3691）

渡 部 医 院
（矢吹町文京町 蕁44・4111）

関 　 医 　 院
（横町　蕁23・3003）22日豸

国 馬 歯 科 医 院
（矢吹町奉行塚　蕁45・2781）

わ た な べ 内 科 医 院
（新白河　蕁22・1531）

岡 小 児 科 内 科 医 院
（結城　蕁23・7811）15日豸

河 島 歯 科 医 院
（天神町　蕁22・2739）

穂 積 医 院
（中町　蕁22・5101）

内　科・外　科 歯　　　　科診療日

わたなべ子どもリニック
（老久保　蕁21・2166）12月１日豸

海 野 歯 科 医 院
（西郷村米　蕁25・7474）

よこむら整形クリニック
（老久保　蕁21・1455）

12/11
（水）

英会話教室
資源ごみの日

18
（水）

英会話教室
なかよしクラブ
資源ごみの日

12
（木）

６・７か月児健康相談
クリスマス会

17
（火）

１歳６か月児健診（フッ素塗布）
燃えるごみの日

19
（木）

20
（金）

幼稚園・小学校・中学校２学期終
業式
クリスマスこども会
成人学級
燃えるごみの日・燃えないごみの
日

13
（金）

燃えるごみの日

休日窓口開庁日（役場・社協）
行政相談所・心配ごと相談所
第７回こども体験くらぶ

休日窓口開庁日（役場・社協）
絵画教室

16
（月）

休日窓口開庁日（役場・社協）
休肝日

30
（月）

24
（火）

早朝受け入れ（～27日まで）
預かり保育（～27日まで）
燃えるごみの日

27
（金）

役場仕事納め
燃えるごみの日

休日窓口開庁日（役場・社協）
年末休所（～翌年１月４日まで）
年末休園（～翌年１月４日まで）
年末休館（～翌年１月４日まで）

天皇誕生日
休日窓口開庁日（役場・社協）

25
（水）

資源ごみの日

26
（木）

休日窓口開庁日（役場・社協）

休日窓口開庁日（役場・社協）
クリスマスお楽しみ会
泉崎南東北公開講座
土曜登録児受け入れ
グラスアート教室

31
（火）

３
（金）

６
（月）

役場仕事始め
早朝受け入れ
平常保育
預かり保育開始

２
（木）

７
（火）

新年コンサート会
燃えるごみの日

９
（木）

休肝日
子ども新年会

10
（金）

燃えるごみの日

８
（水）

小中学校３学期始業式
資源ごみの日・粗大ごみの戸別収
集日

公

公

公
児

保

保

保
幼

保

育
幼

み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク
（石阿弥陀　蕁28・1001）29日豸

鈴 木 歯 科 医 院
（立石　蕁22・6191）

あ り が ク リ ニ ッ ク
（北中川原　蕁21・1311）

公

★12月の月間・週間何だろう★
・歳末たすけあい運動
（たすけあい募金～12月31日まで）
・大気汚染防止推進月間
・地球温暖化防止推進月間

・障害者週間（３日～９日まで）
・人権週間（４日～10日まで）

■介護保険料第６期　　　　　 納期限：12/25まで

■国民健康保険料第６期　　　 納期限：12/25まで

■村県民税第４期　　　　　　 納期限：12/25まで

■後期高齢者医療保険料第５期 納期限：12/25まで

～納税期日のお知らせ～

児

児
幼

育
診
児
公

児
育

育

幼

児

白 河 厚 生 総 合 病 院
（豊地　蕁22・2211）31日貂

大 栄 歯 科 ク リ ニ ッ ク
（中町　蕁22・2833）

白 河 病 院
（六反山　蕁23・2700）

月
　
間

週
間

今 月 の 行 事

＝
編
　
集
　
後
　
記
＝

め
っ
き
り
寒
く
な
り
ま
し
た
。

統
計
が
開
始
さ
れ
て
以
降
、
首

都
圏
で
は
10
月
に
最
も
遅
い
真

夏
日
が
観
測
さ
れ
る
な
ど
、
今

年
の
秋
の
装
い
は
何
と
な
く
短

か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

季
節
は
ず
れ
な
異
常
気
象
的
出

来
事
が
あ
る
た
び
に
、
皆
の
関

心
事
は
環
境
問
題
に
集
中
し
ま

す
。村

が
財
政
立
て
直
し
の
道
を

歩
み
は
じ
め
た
あ
の
時
も
、
異

常
な
事
態
に
周
囲
か
ら
注
目
を

集
め
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
13
年

…
。
財
政
問
題
を
意
識
し
て
き

た
結
果
、
自
ず
と
経
費
、
労
力

の
節
減
と
い
っ
た
行
財
政
改
革

的
取
り
組
み
に
シ
フ
ト
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
本
来
自
治
体

サ
ー
ビ
ス
の
本
質
は
満
足
度
の

向
上
に
あ
り
、
今
後
は
『
ど
れ

だ
け
の
価
値
』
を
提
供
で
き
る

か
が
本
村
の
大
き
な
課
題
で
す
。

今
年
、
村
に
い
ず
み
ち
ゃ
ん

が
着
ぐ
る
み
に
な
っ
て
誕
生
し

ま
し
た
。
加
熱
す
る
ご
当
地
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
を
起
用
し
た
地
域

の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
は
、
ま
さ
に

自
治
体
同
士
の
「
戦
い
」
で
す
。

軈
い
ず
み
次
郎
軋

泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
蕁0248－53－4211

日帰り入浴　100円割引券
有効期限：Ｈ26.１.31

●１枚につき１名１回限り有効、来館時に提出してくだ
さい。
●年間利用券・回数券・他、割引サービスとの併用はで
きません。
●本券は現金との引き替えはできません。

Coupon 12泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
蕁0248－53－4211

日帰り入浴　100円割引券
有効期限：Ｈ26.１.31

●１枚につき１名１回限り有効、来館時に提出してくだ
さい。
●年間利用券・回数券・他、割引サービスとの併用はで
きません。
●本券は現金との引き替えはできません。

Coupon 12 泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
蕁0248－53－4211

日帰り入浴　100円割引券
有効期限：Ｈ26.１.31

●１枚につき１名１回限り有効、来館時に提出してくだ
さい。
●年間利用券・回数券・他、割引サービスとの併用はで
きません。
●本券は現金との引き替えはできません。

Coupon 12
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お
め
で
た

お
子
さ
ま
の
名
前
　
父
・
母
氏
名

深
井
　
悠
陽
は
る
ひ

ち
ゃ
ん

一
樹
さ
ん
・
一
美
さ
ん

お
い
わ
い新

　
郎
・
新
　
婦

木
野
内
学
さ
ん
　
真
紀
さ
ん

佐
川
拓
也
さ
ん
　
友
子
さ
ん

お
く
や
み

大
森
　
　
静
さ
ん
　
91
歳

遠
藤
　
敬
志
さ
ん
　
83
歳

根
本
　
　
絢
さ
ん
　
100
歳

昔、瀬知房の南にある淵に河童が住んでいました。
その河童は、辺りに野放しで飼われている馬を川に
引き入れてしまうというので、村の人達は、困って
いました。その頃、瀬知房のある人は、大きなすば
らしい馬を飼っていて、「わしの馬は、このあたり
では比べるものがない。」とわざと馬を野放しにし
ていました。これを知った河童は、「川に引きずり
込んでやる。」と、手綱をたぐり引っぱりました。
いつもなら簡単に引き入れてしまうのに、今度ばか
りは、反対に馬に引かれ、陸に引きずり上げられて
しまいました。主人は河童を捕え、「お前は、何頭
もの馬を淵に引き入れた悪い奴だ。命をもらうとこ
ろだが、宝を渡すなら、命は助けてやる。」すでに
弱ってしまった河童は、仕方なく光る玉を取り出し、
主人に差し出しました。「どうぞ助けてください。」
主人は玉を受け取り、河童を川に放しました。その
玉は今まで見たことのない美しいもので主人は、そ
れを毎晩眺めていました。

さて、この家には子どもがありませんでしたが、
このことがあってから男の子を授かりました。主人
は、大変喜び、大切に育てました。その子は賢い子
でしたが、15才になっても歩くことができません。
ある時、この子が、「光る玉の入った箱を背負わせ
てください。歩けるようになるかもしれません。」
と言うので、父母はそれを聞き入れました。すると、
どうでしょう。今まで立てなかった子どもが、まる
で嘘のようにムックリ起き上がり、いちもくさんに
瀬知房淵の方へ走っていきました。我にかえった父
母も急いでそのあとを追いかけましたが、子どもは、
淵まで行くとザブンと池に飛び込んでしまいまし
た。
びっくりして淵を見ていると、池の中から、「玉

を取り返したぞ。」とどよめく声が聞こえてきまし
た。そして、ワッハハハと笑う声が聞こえ、水面に
は子どもが飛び込んだ時の波紋が大きく広がってい
ました。

今回は、泉崎に住んでいたこわ～いカッパが主
人公のお話です。

『瀬知
せ ち

房淵
ぼ うぶち

の河童
か っ ぱ

』話者　鈴木勝吉－－－－－民話ゆかりの地［字瀬知房］

－第２話－

基準日 村 の 人 口（人）
世帯数
（戸）

11月１日
現　　在

男 3,235
6,627 2,012

女 3,392

10月１日
現　　在

男 3,238
6,629 2,015

女 3,391



泉
崎
俳
句
会

黄
落
や
折
り
目
の
切
れ
し
山
の
地
図
　
　
　
く
　
に

芒
原
白
馬
の
群
の
疾
走
す
　
　
　
　
　
　
　
　
々

葉
を
落
し
ど
の
木
も
帰
る
冬
青
空
　
　
　
　
潤
　
子

冬
す
す
き
手
帳
の
中
の
窓
を
開
け
　
　
　
　
　
々

ま
た
違
ふ
道
の
続
け
る
紅
葉
狩
　
　
　
　
　
栄
　
子

冬
ざ
る
る
野
の
果
て
川
の
断
片
浮
く
　
　
　
　
々

枯
野
行
く
四
肢
は
し
づ
か
に
衰
へ
て
　
　
　
光
　
徳

枯
つ
く
す
水
の
に
ほ
ひ
を
ほ
し
い
ま
ま
　
　
　
々

か
ら
か
ら
と
土
手
の
路
行
く
冬
帽
子
　
　
　
堯
　
子

大
根
引
く
墓
碑
の
一
つ
に
小
室
姓
　
　
　
　
　
々

冬
木
影
か
む
さ
り
来
た
る
小
径
か
な
　
　
　
和
　
子

ゆ
く
ほ
ど
に
頬
を
擽
る
枯
尾
花
　
　
　
　
　
　
々

小
春
日
の
食
堂
の
壁
村
の
地
図
　
　
　
　
　
政
　
夫

何
も
考
へ
ず
を
り
白
鳥
の
渡
る
空
　
　
　
　
　
々

冬
晴
れ
の
御
空
へ
銀
の
吊
り
梯
子
　
　
　
　
慶
　
奈

苔
の
髪
生
や
せ
る
羅
漢
落
葉
坂
　
　
　
　
　
　
々

源
流
の
水
音
あ
り
し
紅
葉
谷
　
　
　
　
　
　
ま
つ
え

落
葉
道
ゆ
き
て
会
ひ
た
し
父
の
里
　
　
　
　
純
　
子

縁
側
に
林
檎
こ
ろ
が
り
言
葉
待
つ
　
　
　
　
　
々

行
く
ほ
ど
に
芒
を
湛
ふ
冬
の
道
　
　
　
　
　
光
　
郎

ぼ
う
ぼ
う
と
枯
の
連
鎖
も
芒
原
　
　
　
　
　
　
々

拾
は
れ
て
小
さ
く
笑
ふ
落
椿
　
　
　
　
　
　
直
　
子

鑑
賞
句

冬
ざ
れ
て
魚
の
に
ほ
ひ
の
町
に
を
り
　
　
大
元
祐
子

ど
こ
の
町
と
も
言
っ
て
は
い
な
い
の
で
読
者
が
好
き
な
町
を
想

像
す
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。
作
者
は
そ
の
町
に
住
ん
で
い
る
の

か
、
ま
た
は
仕
事
や
旅
で
来
た
の
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
人
影
も

な
く
荒
涼
と
し
た
町
、
そ
こ
に
魚
の
匂
い
を
感
じ
生
活
し
て
い
る

町
の
存
在
感
が
詠
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

（
五
十
嵐
直
子
）
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「
み
ん
な
の
広
場
」
で
は
、
皆
さ
ん
が
撮
影
し
た
写
真
や
絵
画

な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
（
紙
面
の
都
合
上
掲
載
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
）
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
の
発
行
・
編
集
元
へ

投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
レ
ー
ト
ー
ク
154

「
音
楽
の
繋
が
り
」

リ
レ
ー
ト
ー
ク
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
私
は
、
泉
崎
に
お
嫁
に
来
て
一
年
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
所
で
何
を
ト
ー
ク
し
よ
う
か
と
思
い
、
私

の
趣
味
で
ト
ー
ク
い
た
し
ま
す
。

学
生
時
代
よ
り
吹
奏
楽
部
で
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
と
い
う
楽

器
を
吹
い
て
15
年
に
な
り
ま
し
た
。
今
も
泉
崎
ス
プ
リ
ン

グ
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
一
員
と
し
て
、
各
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
好
き
な
音
楽
が

今
も
で
き
る
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
は
、
夏
の
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
や
野
球
の
応
援

と
大
変
で
し
た
が
、
今
も
そ
の
当
時
の
思
い
出
が
懐
か
し

く
感
じ
て
い
ま
す
。
11
月
に
私
の
結
婚
式
が
あ
り
、
学
生

時
代
か
ら
今
の
仲
間
や
恩
師
の
先
生
と
10
年
振
り
に
演
奏

し
ま
し
た
。
音
楽
を
通
し
て
自
分
磨
き
や
、
仲
間
達
と
団

結
す
る
こ
と
、
一
つ
の
音
楽
を
奏
で
る
こ
と
の
素
晴
ら
し

さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
趣
味
の
音
楽

を
と
お
し
て
友
達
や
仲
間
と
「
ず
っ
と
繋
が
っ
て
い
け
た

ら
い
い
な
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

軈
次
回
は
、
塩
澤
裕
也
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
軋

植田　千春さん
（字大山）


